
質
問　

今
後
の
財
政
運
営
の

見
通
し
と
平
成
20
年
度
ま
で

の
大
型
事
業
の
優
先
順
位
は
。

答
弁　

主
と
し
て
国
の
財
源

に
依
存
し
て
い
る
町
と
し
て

は
、
数
年
先
の
財
政
見
通
し

は
、
不
透
明
で
、
予
測
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

　

国
は
、
今
年
６
月
に
、
三

位
一
体
改
革
第
２
弾
と
し
て

更
な
る
地
方
へ
の
予
算
カ
ッ

ト
を
実
施
し
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
更
に
効
率
的
な

持
続
可
能
な
財
政
運
営
、
事

業
全
般
の
再
点
検
が
必
要
と

な
る
。

　

防
災
関
係
、
施
設
の
耐
震

工
事
が
最
優
先
。
交
通
安
全
、

災
害
防
止
も
優
先
す
る
。
パ

ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
の
再
建
も

大
切
な
事
業
で
あ
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
北
通
り
線
の
総
事
業
費
と

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ

・
灰
溶
融
炉
建
設
に
関
し
て

　

周
辺
地
域
の
範
囲
の
認
識

　

と
情
報
公
開

・
生
ゴ
ミ
資
源
化
の
特
区

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

質
問　

諏
訪
南
行
政
事
務
組

合
の
各
市
町
村
の
ご
み
の
排

出
量
と
処
理
費
用
は
。

答
弁　

諏
訪
南
行
政
事
務
組

合
の
管
理
者
は
茅
野
市
長
で

あ
る
の
で
、
回
答
は
で
き
な

い
。
情
報
と
し
て
伝
え
る
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

る
可
燃
ご
み
の
量
は
平
成
16

年
度
実
績
で
、茅
野
市
１
９

２
１
８
ｔ（
78
％
）　

富
士
見

町
３　
９
１
３
ｔ（
16
％
）　

原
村
１　
４
９
０
ｔ（
６
％
）。

処
理
費
用
は
平
成
16
年
度
歳

出
総
額
で
、６
億
６　
７
７
６

万
円
で
す
。
減
価
償
却
を
含

む
処
理
費
用
は
ｔ
当
た
り
、

２
３　
４
２
０
円
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

は
、
17
年
３
月
に
策
定
し
た

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
よ

り
、
①
住
民
、
事
業
者
、
行

政
の
役
割
の
明
確
化
と
実
行
。

②
発
生
排
出
抑
制
、
再
使
用
、

再
利
用
の
推
進
。
③
環
境
に

配
慮
し
た
広
域
的
ゴ
ミ
処
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
３
つ
の

基
本
方
針
を
柱
に
推
進
し
ま

す
。

○
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
パ
ノ
ラ
マ
支
援
に
つ
い
て

エンジェル
　　千代子 議員
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ゴ
ミ
の
排
出
量
と
処
理
費
用
は

小林市子 議員

今後の財政運営の見通しは
事業全般の再点検が必要

３　
９
１
３
ｔ
、
２
３　
４
２
０
円
／
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